
W　植生指標による水環境変化の診断

　転記トンネルの貫通が予定される勝弦地方は，温暖多雨な太平洋沿岸から，

かなりへだたった，内陸部に位置している。また冬季季節風の影響を強く受

け，冬季多量の積雪をもつ日本海岸地帯からも遠くかけ離れている。したが

って，この地方は，内陸的気候を示し，他地方に比して年間を通じて気温の

較差がはげしく，．降水量が少ない。

　降水量が少なく，しかも年温度較差のはげしい気候条件は植生の分布や，

土地利用にも反映している。降水量の少ない地域に特徴的な植物群落には今

までレンゲツツジーシラカンバ群集，チョウセンゴミシーハシドイ群集，カ

ラマツの天然林，コナラ群落，ウラジロモミ群落などが知られている。また，

林業経営の面からは，豊富な水分を要求するスギはあまり植林されず，代っ

て比較的乾燥に強く，しかも冬季の低湿にも耐えるカラマツやアカマツなど

が広く用いられる。

　素面盆地をとりまく山地には，残存自然林分はきわめて少なく，前述のよ

うな植生単位はみられないため，自然植生からの立地条件の診断や植生と環

境条件との関係，とくに土壌の水分供給との関係の判定はきわめて困難とな

っている。かろうじて二次林植生にシラカンバ，レンゲツツジ，ズミなどの

内陸性の分奮を示す種馬が存在することによってそれと推定できる程度であ

る。

　林業利用の面からは，広くカラマツが造林されていることで，当地方が，

寡雨環境であることの裏つげが可能である。山地の尾根部にはアカマツが植

林され，谷状地はカラマツが植栽されている。多雨地方の植林地であれば，

尾根にアカマツ，谷にスギというパターンが定着しているのときわめて対照

的である。勝弦地方における尾根部のアカマツ植林と谷部のカラマツ植林は，

単に植栽樹種が異なるだけではなく，林床植生の種組成，互いに全く異なっ

ている（孚ab．8）。
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　勝弦地方の山地は集水域がひかくてき小規模なため，河谷の発達は悪く，

したがって渓谷林の生育環境はせまい。山高斜面から流水辺に接する地点ま

での適忌地にはケヤキ林が生育し，調査対象地域内にも各地に点在している。

このケヤキ林は，常に水分の供給を受け，しかも排水良好な立地を要求する。

したがって水分環境の変化，とくに谷川の流水量の減少の影響を比較的多く

受けるものと考えられる。

　ケヤキ林が地下の流動水の影響を受けるのとは対照的に，ハンノキ林は停

滞水により強く依存し，その水位変動に敏感である。ハンノキ林は主として

谷戸状地の排水不良な泥湿地に高木林を形成する。このハンノキ群落は調査

地内でもわずかに存在し，水位変動の指標植生として得がたい存在となって

いる。

　地域内の各地に見られる湖沼やため池，貯水池などの岸部に生育する様々

な水辺植生は，水位に対応して帯状分布を示す。一般的に深慮から，ガマ属，

マコモ属，ヨシの群落がつ父き，その背後の湿地帯にはスゲ属（カサスゲ，

アゼスゲなど）の草原が介在してヤナギ林やハンノキ林に移行する。・また，

人工的な貯水池などの水位変動のはげしい池沼には，岸部から地底にかけて，

短期1年生草本植物群落が帯状に分布している。

　河辺においては，本来水位の変動の巾は，降水量の多寡，年問配分のちが

いによって池沼の水位よりも変化に富む。さらに洪水による機械的な破壊作

用が加わることできわめて特徴的である。流水辺の土壌は洪水や増水と，乾

燥季節の滅水によって，乾湿両極端の状態が交互に出現する。河辺における

植生配分は，水ぎわから1年生草本植物群落，多年生草本植物群落が生育し，

さらにその背後にはイネ科草本植物による草原が配分する。この草原を構成

する植物群落は立地条件によって異なる。上流部の礫質土壌ではツルヨシが

生育し，中流部から下流へと高這の堆積とともにクサヨシ，オギなどの草原

におき変わる。ツルヨシは急流辺に生じ，発達した根茎や地表の走出枝によ

って土砂流出を防止する役割を果たしている。
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　植物や植物によって構成される植物群落は，水質やpH価さらに含有する

栄養塩類の量などにも強く反応する。一般に冷涼な山地部においては自然に

対する入為的な干渉が少なく，したがって一般に滋養立地生の植物群落が優

勢である。

　湧水池や水辺ではオランダカラシ，バイカモ，ネコノメソウ属，ミズバシ

ョウなどが，清洌な流水の指標となる。また湿原ではミズゴケ類が中間湿原

や高層湿原を構成し，貧養立地の指標となる。

　しかし，このような植物群落で指標される良好な自然環境が様々な人為的

な干渉によって植物群落の種組成に変化が起る。流水中に窒素や燐の含：量が

多くなると，好字素性の植物のセンダングサ属，タデ属，ギシギシ属などが

繁茂しはじめ，在来の植生が被圧されることが知られている。集落周辺や肥

料の供給の多い田畑あるいは都市化にともなって生ずる水質の汚濁の程度は

これらの流水辺の植生の変化によっても判定が可能である。

　以上のように，自然環境下における水環境は，植生の種類や分布を強く規

定している。したがってそれぞれの立地における植生を指標として，水環境

の変化，とくに地下水位や水質の変化を生態的に可成りの確度で判定するこ

とが可能となる。

　一般に環境の変化は植生の構成種の量的な変化を摺き，その変化が一定の

範囲をこえる段階になって植生の質的な変化，例えば構成種の枯死と，今ま

でそこに存在しなかった種本の侵入などが起る。しかしこれらの群落内変化

に関する調査研究は本年度の調査では十分ではなく，群落退行のプロセスに

ついても今後の永久方形権の継続調査などによって解明される。したがって

今回の野外調査における植生の種組成調査および永久枢（コドラート）の設

定は今後の水環境の変化と植生の生態的な関係を解明する基礎資料として重

要視されるべきものと考えられる。次年度以降の継続調査が強く望まれる。
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Ph◎t．14 山地尾根部の生膏不良のア：カマツ，カラマツ

　、

Phot　J　5　尾根部の乾燥立地ではミヤコザサが林床を占めている。
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今後の調歪方針

　自然環境の変化を総合的に予測するためには，ある程度の期間の継続調査が

前提となる。二二トンネルの建設に伴う地下水位や土壌水分の変化を，移動能

力のない植生を指標として適確に，しかも総合的に調査するためには，現地調

査による植生単位の把握が前提となる。さらに，科学的に把握された植生単位

の具体的配分図としての既存植生図化が行われる。

　次いで，立地本来の現在の潜在自然植生を調査し，現在の潜在自然植生を把

握，その配分図としての潜在自然植生図化を行う。

　現存および潜在自然植生図を基礎に典型群落と土壌水分，地下水位との四季

による量的，質的な関連・変化を試験方形区で測定し，二二に比較する。さら

に，これら永久方形区による実験調査結果を，現存および潜在自然植生図によ

って，対象地域全域に適用・検討する。

　初年度の調査は，金域の現地踏査による植生単位の決定と，その成果を基礎

とした現存植生図化が行われた。同時に各植生単位の典型高分について，全域

で20地点の永久方形区が設定され，第1園の植生調査が行われた。

　第2年度以降は，現地全域調査による潜在自然植生図の作製を行う。同時に

四季にわたり，初年度に設定された20ケ所の永久方形区の植生調査と立地調

査，とくに地下水位や土壌水分状態について，継続的に山気・調査する。

　また，永久方形区で植生や土壌水分，地下水位などに異状ないし，変化がみ

とめられた場合には，同区域や対象域の植生や立地調査を同時に行い，影響範

囲についても予測や実状調査を行う。

　以上の調査と共に塩嶺トンネル建設に伴う現場の変化を，植生を生きた構築

材料として，よりよい郷土の緑豊かな環境創造によって，総合的なバランスを

とるための生態学的，植生学的基礎調査を行う。

　以上の今後の調査計画を多面的に具体化し，実施するためには，初年度以上

の本格的な現地調査が前提となる。
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